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抄録

病院で満足度 の ア ン ケ ー ト 調査 （ ス タ ッ フ の 態度、 説明、 設備、 衛生環境 な ど各種項 目 ） は全国 的 に 行

わ れ て い る 。 ア ン ケ ー ト 結果 の 中で、 食事 に対す る 満足度 は 低 い 傾向 に あ る 。

本 院 の 嗜好調査で は 、 「美味 し い 食事 を 出 し て ほ し い 。 」 、 「季節 や 行事 に あ っ た 献立 を 出 し て ほ し い 。 」、

「朝食 の 内容を考 え て ほ し い 。 」、 「追加料金 を払 っ て 一段階 レ ベ ル の 高 い食事を食べ た い 。 」 、 「栄養士 の 訪

室 も 重要。 」 な ど の ご意見 を い た だ い て い る 。 院長 を は じ め 職員 よ り 、 「患者 さ ん の 楽 し み に な る よ う な 食

事を。」、 「患者 さ ん が喜ぶ食事 を 出 し て ほ し い 。 栄養欠乏 に な ら な い工夫を。」、 「朝食 を も う 少 し 充実 し た

内 容 に し て も ら え な い か。 」 、 「患者 さ ん の 栄蓑状態 を 改善 し 、 褥癒 な ど の 合併症 や 、 術後 の 回復遅延 を起

こ さ な い よ う に し て ほ し い 。 」、 9 リ ハ ビ リ を継続で き る よ う に 、 体力 （ エ ネ ル ギ ー ） を つ け て ほ し い 。 」 、

「個人情報 に 配慮 し た 食種名 に し て ほ し ぃ 。 」 な ど の 要望が上が っ て い る 。 食事＝治療 と は 言 え な い が、 栄

養状態 は治療 に 影轡す る た め 、 喫食率 を 上 げ る こ と は重要で あ る 。 ま た 、 高齢社会 に も 対応 し た 安全で安

心 し て満足 し て食べ て い た だ け る 食事 の 提供 を お こ な わ な け れ ば な ら な い 。 し か し 、 病院給食 は、 家庭、

外 食 で 提供 さ れ て い る 食事 と は 違 い 、 栄養量や塩分量 な ど の 制 限、 HACCP (Hazard Analysis and 

Critical Control Point) に 基づ い た 衛生管理 と 厳 し い 縛 り の 中 で、 様 々 な 治療 に 対応 し た 食事 の 提供 を

行わ な け れ ば な ら な い 。

Kev words : 病院給食、 院 内 約束食事箋、 大量調理 マ ニ ュ ア ル、 栄養成分別管理

I.  は じ め に

特定給食施設 に お け る 病院給食 に 求 め ら れ る も の と

し て 、 ①栄養管理、 ②衛生管理、 ③提供食事 の 評価

（提供状況、 満足度） 、 ④食材料費管理が求め ら れ る 。

①栄養管理 ー 入院中 の 患者 に 提供 さ れ る 食事 は、 治療

の 一環 と し て位置づ け ら れ、 す べ て が治療食 と し て

扱 わ れ、 一般治療食 と 特別冶療食 に 区分 さ れ る 。

入院時食事療養費 ( I ) に お け る 一般治療食 は、 栄

養素 の 制 限 あ る い は 強化 は行わ な い が、 患者 の 栄養

状態 を維持す る こ と を 目 的 に 、 間接的 に 、 疾病 の 改

善 に 寄与す る 食事で あ る 。 咀哨 ・ 喋下機能 を考慮 し

常食、 軟菜食、 流動食 に 分類 さ れバ ラ ン ス の と れ た

食事 の 提供 を す る こ と か ら 食事摂取基準が適応 さ れ

て い る 。 ー方、 特別治療食 は、 特別加算病名 の 記載

受付 け ： 令和 4 年 4 月 19 日

に よ り 加算対象 と な る 特別食で あ り 、 「疾患治療の

直接手段 と し て、 戻師が発行す る 食事箋 に 基づ い て

提供 さ れ る 。 患者 の 年齢、 病状 な ど に 対 し た 栄養量

お よ び内容を有す る 治療食、 無菌食、 お よ び特別 な

場合 な場合の検杏食」 で あ る 。 特別治療食 は病態 ご

と に管理す る 病態別栄養管理 （肝臓病食、 糖尿病食、

脂質異常症食、 胄潰瘍食、 膵臓病食、 高度肥満症食、

痛風食） と 食事 の 栄養組成 の特徴を そ の ま ま 治療名

と し た 栄養成分別管理 （ エ ネ ル ギ ー 調整食、 た ん ぱ

＜ 質調整食、 脂質調整食、 易消化食） が あ り 、 本院

で は 、 病態別栄養管理下で 1 日 3 食、 毎食約420食

（食種 と し て約 180種類の 食種） を適時 ・ 適温で配膳

す る 必要 が あ る 。

②衛生管理 一 安全 な 食事 を 提供す る た め 、 HACCP の
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考えを取り人れた 「大量 調 理 設備衛 生管理 マ ニ ュ ア

ル」 に 基 づいた衛生管理 が義務 づ けられて おり、 限

られた 時間の中で、 安全 な食事の提供の為、 納品さ

れた 全食品に対し、 品質、 生産地 、 賞味（ 消費） 期
限、 納品 時の温度の確認と記録、 調 理 時では、 調 理

工程 ごとに調 理 温度の確認 加 熱調 理 品の加 熱温度

は、 中 心温度計を用い、 中心部が75℃で1分間 以 上

( 2枚貝 等 ノ ロ ウ イル ス 汚染のある食品の場合85~

90℃で 90秒間 以 上）加 熱されていることを確認し記

録、 水質の確認、 冷蔵庫、 冷凍庫の温度管理 が義務

付 けられている。厨房機器に対しては、 毎 日 の分解

清掃及 び毎 日 の厨房内清掃が徹底して行 わな ければ

な ら ない。（ 温度管理 の徹底により食品の状態が硬

くな ることや、 再加 熱により食品のぱさっきが起こ

りこれを回避 することは 現 状では難しい。）

③提供食事の評価（提供状況、 満足度） として喫食量
の調査、 嗜好 調査の実施を行い、 献立の改善に務め

喫食率の向 上に務め る 必要がある。

④食材料費管理 が求め られている。 特に野菜類の値段

は、 安定して おら ず、 年 間を通して安定した冷凍野

菜の使用を することが 多いのが現 状と な っている。

現 状の栄養管理は病態別に食種を持 ち それぞれに
展開を行 っている ため 食種が 多い。それぞれの食種

に対し、 調 理 工程は分かれ煩 雑と な り、 エ程 ごとに

温度管理 を行い、 2時間 以 内に適温で配膳しな けれ
ば な ら ない。 ま た、 人院患者の高齢化 に伴い、 疾病

の合併を有 する割合が増え個人 対応も増えている。

喋下機能低下、 咀哨機能低下に対して副食形態の対
応も 必要と な っている。こ う した 中で、 患者のニ 一

ズに合 った安全で安心した食事を提供し、 患者の満

足度を向 上 するには 現 状の栄養管理では、 食事の種

類が 多 すぎ る ため 整 理 が必要とされる。

I I .  献立の リ ニ ュ ア ルヘの取 り 組みに 向 け て

現在、 本院の約束食事箋は病態別（糖尿病、 肝臓病、
心臓病、 腎臓病、 膵臓病等） 栄養管理で行 われて おり、
現在180種類近く（ 一般食治 療 食約90種類＋ 特別治 療

食約90種類） の食種があり、 調 理 作業が煩 雑と な って
いる。

高齢社会において疾病の合併を有 する患者が増え、

現 状の病態別栄養管理では、 「個別 対応」 が必要にな

ることや、 咀哨機能、 礁下機能低下に対応 する食事が

必要と な ることから 調 理 作業は 現 状 より煩 雑と な るこ

とが予想される。患者に安全、 安心で満足して頂 ける

食事の提供が難しくな る。 現状の病態別栄養管理では、

食種は 多いが合併症に対し食事 基 準に十分 な 対応がで

きない。そこで、 某本と な る栄養素組成に着目し、 特

別治 療 食を グ ル ー プ 化 した栄養管理 を することで、 食

事の展開が減 り、 調 理 作業の工程が統ーされる。これ

は、 食事のできあがりの改善につ ながる。 ま た、 新 た

な形態食に時間を費や すことができ、 患者満足度の改

善につ なげ ることはできると考え、 献立のリニ ュ ア ル

に向 けて病態別栄養管理 から栄養 成分別栄養管理 への

変更 を決断した。

現 状の食事は、 一般治療食（食事摂取 基 準を 基に5
年 ごとに見 直しが行 われていた） と 特別治 療 食は、 医

師が発行 する食事箋に 基 づき現在、 病態別栄養管理で
行 われている（これま では、 疾患のガ イ ド ラ インの改
訂 時に見 直しを行 ってきた） が、 今回の見 直しはいま
ま での変更 とは違い、 現行の食事を一新 することにな

る。病態別栄養管理 （ 糖尿病、 肝臓病、 心臓病、 腎臓

病、 膵臓病等） から栄養 成分別栄養管理 への院内約束

食事箋の変 更 については、 特別治 療 食が関与 する診療

科 （ 糖尿病内分泌 内科 、 消化 器 内科 、 循環器 内科 、 腎

臓病 内科 、 消化 器外科 ） の先生方にご相談させていた

だき、 各栄養分の調整、 塩分の調整、 使用食品の調整
を行いエ ネ ルギ ー 調整食、 たんぱ ＜ 質 調整食、 脂質 調

整食、 易消化 食と食種名の更 を行う と 共に給与目標量

の組み立 てと献立作 成 時に必要な食品構成に取り組み

を開始した。

● エ ネ ル ギ ー 調整食

内分泌 ・代 謝疾患によって低 エ ネ ルギ ー 食と高 エ ネ

ルギ ー 食に分 けられ1 日 の総 エ ネ ルギ ー 量を 調整し

た食事。

エ ネ ルギ ー 比率 ： たんぱ ＜ 質16~18% 脂質 25%

炭水化 物55~58% 塩分6 g 未満

対応食種 ： 糖尿病 肥満症 高尿酸血症 痛風 心

臓病 慢性肝炎 脂肪肝 肝硬変代 償期 妊娠高血

圧症候群

● たん ば ＜ 質調整食

疾病による たんば ＜ 質代 謝の異常、 ぁ るいは治 療や

栄養状態の維持に対応 する ために、 たんぱ ＜ 質の給

与量を 調整した食事。
エ ネ ルギ ー 比率 ： たんば ＜ 質10~13% 脂質 25~31

％ 炭水化 物66~71% 塩分6 g 未満

対応食種 ： 腎疾患（ 慢性腎臓病 慢性腎不 全） 肝疾

患（ 肝硬変非代 償期 肝不 全）
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●脂質調整食

消化管 に 対す る 刺激を緩和 さ せ脂質代謝 を 改善す る

た め に 脂質 の 量 と 質 を調整 し た 食事。

エ ネ ル ギ ー 比率 ： た ん ぱ ＜ 質18~20% 脂質20%

炭水化物64~68% 塩分6 g 未満

対応食種 ： 膵臓病 （急性膵炎 慢性膵炎） 胆嚢疾

患 急性肝炎 高 コ レ ス テ ロ ー ル血症

●易消化食

消化管 に 機能的 あ る い は物理的障害の あ る 場合 に 適

応 さ れ、 消化管 を 保護す る た め に 食事 の 量 と 質 を考

慮 し た 治療食

エ ネ ル ギ ー 比率 ： た ん ば ＜ 質16~20% 脂質25~27

％ 炭水化物54~59%

対応食種 ： 胃腸疾患 胃。 十二指腸潰瘍

●低残澄食

消化管 に 消化管 に 機能的 あ る い は物理的障害の あ る

場合 に 適応 さ れ、 消化管 を保護す る た め に 食事 の 量

と 質、 食物繊維 を考慮 し た 治療食

エ ネ ル ギ ー 比率 ： た ん ぱ ＜ 質19% 脂質18% 炭水

化物64%

対応食種 ： 潰瘍性大腸炎 ク ロ 一 ン 病

食晶構成表 の 作成 （全食種 に 対 し て食品構成 は作成

さ れ て い る ） （表 1 )

献立作成 を す る 上で必須。 食種 ご と に 作成が必要。

給食施設 に お い て、 継続的 に 食事 の 提供を行 う 場合、

習慣的 な エ ネ ル ギ ー や栄養摂取量 の バ ラ ン ス を検討す

る 必要が あ る 。 ま た 、 一定期 間 に 摂取す る 食品 の バ ラ

ン ス を検討す る 際 に 必要で あ り 、 特定給食施設で は、

食品構成表 の 提 出 が義務付 け ら れ て い る 。

表1 エ ネ ル ギ ー 調整食 E1 600食品構成表

食品 群大分類 食品 群小分類 給与目 標量(g)

米 136 .8 

パン類（ 減塩） 60 
穀類

麺類 5 

そ の他穀物 2 

いも類 50 
いも類

いも類加工品 5 

砂糖及 び甘味料 5 

大豆製品 80 
豆類

大豆そ の他の豆類 10 

種実類 1 

緑黄色野菜 1 10 

野菜類 そ の他の野菜類 240 

野菜漬物 ゜
果実類 70 

果実類
果実加工品 13 

き の こ 類 5 

藻類 1 

魚介類（生） 80 

魚介類 乾物、 塩蔵、 缶詰 5 

練り製品 10 

肉類（生） 60 
肉類

肉加工品 5 

卵類 50 

牛乳 牛乳 200 

乳製品 15 

植物性 10 
油脂類

動物性 ゜
食塩 0 .5 

し ょ う ゆ 15 
調 味料類

み そ 5 

そ の他調 味料 20 

加工食品

そ の他 補食

流動食 ほ か

水 300 

そ の他 だし 100 

喋下食

E 1600 

院 内基準 p (19 %) 75 

（ 食品構成 比率％） F (30 %) 45 

C (52 %) 230 

I l l .  202 1 年度栄養部事業計画

患者 に喜ん で食べて い た だ け る 食事の提供を 目 指 し 、

献立 の リ ニ ュ ア ル に 向 け 院 内食事箋 の変更を決断。 現

在 の 食事 オ ー ダ 一 を す べ て 変更す る こ と に な る 。 新食
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種施行を2022年 5 月と決め 、 2021年 5 月に部 内で栄養

管理 会議を立 ち 上げ準備を開始 し た。年 間 ス ケ ジ ュ ー

ル（表2) は、 2022年診療報酬改定による電子 カ ルテ

改訂と重 な り、 栄養部の食事オ ー ダ ー 変更 予定が2022

年 5 月から2022年 2月と開始 時期 が早 ま る。

現行の栄養管理 業務、 給食管理 業務、 食事の提供を

行いながら、 新 しい食事の 基 準の検討、 食品構成表の

作成、 院 内食事箋の作成、 新食種に対応 し た献立への

変更 、 献立変更 に伴 う 調 理 工程表の見 直 し作業。 シ ス

テ ム 関連（表3 ) では、 新 しい食事オ ー ダ ーに対応 す
る電子 カ ルテ 、 部門 シ ス テ ム ヘの変更 、 削除、 新規登

録、 確認作業を行う ことが必要と な り考えていた より
膨大 な仕事量と な っていた。

食事を、 安全で安心 し て満足 し て食べ ていただ ける

食事の提供、 栄養状態を維持 し 、 安心 し て治療を受け

ていただく ため の食事の提供に向 け、 新 しい調 理 シ ス

テ ム を使用 し た 調 理 技術、 衛 生管理 修得のため 、 社会

医療 法 人 生長会 ベ ルキ ッチ ンヘの研修を予定。 し

かし 、 新型 コロ ナウ ィ ル ス 緊 急 事態宣 言 により研修

時期 が延期 と な り、 調 理 工程作成開始 時期 が遅れる な

ど計画通 りには行かない。安全に事故 なく食事の提供

を行う ため 、 2022年 1 月15日 から、 約束食事箋の変更

と変更 に伴 う 食事オ ー ダ ー の登録についての説 明を各

診療 科 、 外来、 病棟 全 識 員に向 け説 明を開始。栄養部

調 理 師に対 し ては、 調 理作業 上 必要と な る帳票類の説

明を行 わな ければ な ら ないが、 新 しい帳票は食種の変

更 が行 われた 時点から し か出力できないため 、 新食種

変更 当 日 、 調 理 師に混乱が起こ ら ないよう 調 理 班( 5

班）に対 し 、 担当栄養士を つ け説 明を開始。 ま た、 食

材発注業務、 食物 ア レ ルギ ー など別献立においても、

新 シ ス テ ム ヘ移行が出来 ないため 、 移行日 をはさみ 1

週間の綿密 な ス ケ ジ ュ ー ルを立 て移行作業に備えシ ス

テ ム 切 り替え当 日 を迎えた。

電子 カ ルテ 、 部門 シ ス テ ム は、 現行の機種を利用 す

る た め 、 登録作業は 切 り替え日 の朝 食 締め 切 り

(16 : 00) 後から翌 日 昼食締め 切 り(9 : 00) ま での限

られた 時間の中で作業を行 わな ければ な ら ず絶 対に失

敗は許されない。

2022年 2月17 日 16 : 05 シ ス テ ム ヘの新食種の人れ
替え確認作業開始。作業 中 幾度かのハ プ ニ ン グはあっ
たものの22 : 00移行作業完了。これはこの1年細かな

ス ケ ジ ュ ー ルを立 て、 戦 員が力を合 わせ取り組んでき

た 成果である。

2022年 2月18 日 昼食 より栄養成分管理による食事測

始。献立のリニ ュ ー ア ル開始と な る。

表 2 年間 ス ケ ジ ュ ー ル

（ 太字 ー 前倒し、 斜体一 ス ケ ジュ ー ル遅れ）
5 月ー 栄養管理 会議立 ち 上げ、 献立登録準備 調 理

場勤務 時間の見 直 し と 調 理 方法の再検証

6 月ー 電子カ ル テ 改修依頼 （業者へ発注） 調 理 場

勤務 時間の見 直 しと 調 理 方法の再検証

8 月ー 食種名検肛 原価計算 手法の確立 新献立確

認 （ 朝食献立試作、 エ程表の作成開始） 研

修計画の作成

9 月ー 食種整理 薬務整理およ び必要人員数の把握

食品構成作成登録

調理研修 （コ ロ ナ緊叙事態宣言の為）

9 月～ ー 献立登録闊始、 院 内約束食事箋の作成

10月ー研修・指導 方法立案
11月～一朝食新献立開始

ー 労務管理 ・タイム ス ケ ジ ュ ー ル作成 調 理

指 示書作成・修正

1 月ー 院内広毅書類の 作成 新献立デ ー タ ー 移行時

の帳票の確認

新献立移行時の マ ニ ュ ア ル作成 （別献立、 発

注対応、 食事 オ ー ダ ー 対応）

1 月15日 一 院内広報 （医 1 、 医 I I 、 看護部、 事務）

調 理 指導

調 理 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 調 理 師 への連絡 一 新

食種名、 帳票 説 明

2月 1~15日 ー 電子 カ ル テ 改修・給食 シ ス テ ム紐付

2月17 日 ー 16 : 05取り込み 後新食種への人れ替え確

認作業開始。

2月17 日 一 22 : 00移行確認作業完了

2月18 日 一 昼食 より、 栄養 成分管理による食事開始

表 3 電子 カ ル テ 作業 内容

食種一覧 食種 グ ル ー プの並 び替え、 新規／廃止 ／

名称の変更 ／確認

食事詳細画面

病名、 主食（朝昼夕）、 付加食（朝昼夕）、

特別 指 示、 禁止事項登録、 食種情報照会

の登録／修正／確認

栄養量 設定
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加算・非加算

栄養指導

医事課 に 連絡

電 カ ル マ ス タ 設定

栄養指導指示箋 指導食種、 指示栄養量

の 登録／修正／確認

副食 マ ス 夕

マ ス タ 名、 コ ー ド の 登録 ・ 修正 ・ 確認

食事オ ー ダ ー

副食 マ ス 夕

マ ス タ 名、 コ ー ド の 登録 ・ 修正 ・ 確認

NST (Nutrition Support Team) シ ス テ ム

主食 ・ 特別指示 マ ス タ コ ー ド （食種栄養

量、 主食栄養量） 登録 ・ 修正 ・ 確認

栄養管理計画書

NST マ ス 夕

コ ー ド （食種栄養量、 主食栄養量） 登録 ・

修正 ・ 確認食

食事オ ー ダ ー

廃止食種か ら 対応食種への オ ー ダ ー 変更

再 オ ー ダ ー

シ ス テ ム 人れ替え 完了後 に 全患者 の 食事

の 登録

IV. おわ り に

特定給食施設 の病院給食、 本院 は病態別栄養管理 の

た め 食事 の 種類が多 い 上、 栄養素制限、 塩分 の制限、

衛生管理、 調理工程がか な り 煩雑 と な っ て い る 。 ま た、

厳 し い 衛生管理が義務づ け さ れ て い る 。 冒頭で患者の

思 い 、 戦員 の 思 い を う け、 患者 に 満足 し て い た だ け る

食事 の 提供を行 う た め 、 病態別栄養管理か ら 、 栄養成

分別栄養管理 に 変更 し 、 栄養素組成 の グ ル ー プ化 を 図

り 、 食事 の 種類 を 180種類か ら 80種類 に 集約。 こ の 作

業 は、 煩雑 な 調理作業 を減 ら し 、 調理工程 を 統ーす る

こ と で調理 の 仕上が り を 改善 さ せ患者 の 満足度 を あ げ

る 。 高齢社会 に 対応 し た 食事形態 を揃え る こ と を 目 的

に 行 っ て き た 。 そ の 中 で、 食種名 の 変更時 よ り 、 患者

に 対 し 、 個人情報 に 対す る 配慮 に も つ な が っ た 。 朝食

内 容 に 充実 に 対 し て は、 2021年11月 、 朝食 メ ニ ュ ー の

リ ニ ュ ア ル を完了。 2022年 2 月 18 日 よ り 、 従来 の 2 週

間 メ ニ ュ ー の 調整 を 完了。 2022年 4 月 に は、 3 週 目 の

新 メ ニ ュ ー の ベ 一 ス を完了 さ せ、 5 月 上旬、 軟菜食、

5 分食 と 展開を終わ ら せ試作完了。 調理工程表作成後、

調理師へ の説明 を周知 さ せ、 7 月 を 目 標 に 3 週 目 の 献

立 の 開始 を 目 指 し て い る 。

2022年度 の 取 り 組み は、 喋下機能、 咀哨機能 の 低下

に 対応 し た 、 食形態 の 充実 を 図 り た い と 考え て お り 、

2022年 5 月 よ り 、 ソ フ ト 食 の 技術習得の た め 社会医療

法人 生長会 ベ ル キ ッ チ ン の 施設で研修 を う け ソ フ

ト 食 の 導人 を 考え て い る 。

病院食 は、 患者 の 栄養状態 を左右す る 。 栄養 を管理

す る 責任 に お い て、 栄養問題で患者 の 治療 に 影響を及

ぼ さ な い よ う 、 食事 に対す る 満足度 を 上 げ る こ と がで

き れ ば、 喫食率 を上 げ る こ と で 出来 る と 考え る 。 そ の

為 ミ ー ル ラ ウ ン ド を通 し 、 患者の 喫食状況 の 把握を行

い 食事 の 改善 に 取 り 組ん で行 き た い 。 ま た 、 職員 を は

じ め 、 患者 に 対 し 、 食事が治療で あ る こ と に つ い て栄

養教育 を行 う た め 、 病棟で の 栄養管理 の 業務 を 増 や す

計画 を行 っ て い る 。

2021年度栄養部事業計画を事故な く 遂行で き ま し た

の は職員 の皆様の ご協力 を い た だ ＜ こ と が で き た こ と

に 対 し 心 よ り 感謝致 し ま す。
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